
●地域活性化事業　●美術館特別展　都城島津邸特別展

特 集 記 事

今月の主な記事

悲願の日本一獲得
全国和牛能力共進会 肉牛の部

内閣総理大臣賞受賞内閣総理大臣賞受賞

広報
幸
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じ
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焼
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て
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き
の
自
然
と
伝
統

市民の願いがかなう
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悲
願
の

日
本
一獲
得
！

　
　

 
全
国
和
牛
能
力
共
進
会 

肉
牛
の
部

肉牛の部

最高賞

トロフィーを受け取る薬師さん（画像提供：宮崎県）

内
閣
総
理
大
臣
賞

５
年
間
の
歩
み

　

平
成
25
年
４
月
、
市
で
は
同
年
度
当

初
予
算
に
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対

策
事
業
と
し
て
予
算
を
計
上
し
、
畜
産

課
内
に
共
進
会
対
策
室
を
設
置
。

　

そ
れ
以
降
、
全
共
宮
城
県
大
会
に
都

城
か
ら
宮
崎
県
代
表
牛
を
出
品
し
、
名

実
と
も
に
「
日
本
一
の
和
牛
産
地
」
の

称
号
獲
得
に
向
け
、「
和
牛
共
進
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
な
ど
を
創
設
し
、

生
産
者
を
積
極
的
に
支
援
。
生
産
者
と

と
も
に
、
日
本
一
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
が
進
め
て
い
る
「
都
城
の
持
つ
３

つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
の
一
つ
、「
農
林
畜
産
業
」
の
振
興
。

９
月
７
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
肉
牛
の
部
・
第
８
区
で
薬

師
憲
一
さ
ん
（
高
崎
町
縄
瀬
・
45
歳
）

の
出
品
し
た
、「
満ま

ん

点て
ん

明め
い

彰し
ょ
う

」
号
の
優

等
首
席
と
内
閣
総
理
大
臣
賞
獲
得
と
い

う
、快
挙
達
成
の
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
全

共
）
の
結
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

薬
師
憲
一
さ
ん
の
取
り
組
み
や
活
躍
に

つ
い
て
は
、
広
報
都
城
11
月
「
人
の
風

景
」
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23

ー

２
４
７
２

受
賞
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努
力
が
実
を
結
ん
だ
快
挙

　

７
月
上
旬
、
小
林
地
域
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査

会
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
唯
一
、
全
共

出
品
の
切
符
を
手
に
し
た
薬
師
さ
ん
。

約
３
０
０
頭
の
肉
牛
を
飼
養
し
な
が

ら
、「
満
点
明
彰
」
号
の
出
品
に
向
け

て
、
夏
の
暑
さ
と
格
闘
し
、
管
理
を
徹

底
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
８
区
は
、
同
じ
種
雄
牛
を
父
親
に

持
つ
子
３
頭
の
肉
質
を
評
価
す
る
部

門
。「
満
天
白し
ら
き
よ清

」
号
を
父
に
持
つ
肉

牛
を
育
て
あ
げ
た
小
林
市
の
出
品
者
ら

と
と
も
に
表
彰
を
受
け
た
薬
師
さ
ん

は
、
今
ま
で
の
重
圧
か
ら
開
放
さ
れ
、

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

【全国和牛能力共進会（全共）】

　肉質や改良の成果を競う全国規模の和牛の品
評会で、「和牛のオリンピック」とも呼ばれて
います。５年に１度開催され、各県ごとに厳し
い審査を勝ち上がった代表牛と生産者が、日本
一をかけて競い合います。
　その審査は、繁殖の基盤となる牛の体型や毛
並みなどを審査する「種牛の部」（１～６区）、
枝肉にしてサシの入り具合や肉色などを評価す
る「肉牛の部」（８、９区）、両部門をまたいだ
総合評価（７区）の９つの区分に分かれます。
審査の結果、それぞれの区分から１位（「優等
首席」）が選ばれ、その優等首席の中から最高
賞となる「内閣総理大臣賞」が「種牛」と「肉
牛」両部門で選出されます。
　また、産地を競う「団体賞」は、順位などを
点数化し集計するもので、県単位で選ばれます。
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少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
人
口
が

減
少
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る

本
市
の
中
山
間
地
域
。
市
で
は
平
成
25

年
度
、
市
内
８
地
区
の
課
題
解
決
を
後

押
し
し
、
活
性
化
を
図
る
た
め
「
地
域

活
性
化
基
金
」
を
造
成
し
、
そ
の
基
金

を
活
用
し
た
「
地
域
活
性
化
事
業
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
使
い
道
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
決
定
で
き
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
各
地
域
は
、
地
域
審
議

会
な
ど
で
課
題
を
検
討
。
そ
の
解
決
の

た
め
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
を
協
議
し
な
が
ら
、
取
り

組
む
べ
き
事
業
を
決
定
し
、
進
め
て
き

ま
し
た
。

　市では、平成25年度から28年度まで、総合支所のある山之口・高城・
山田・高崎地区、その他市の中山間地域に位置する中郷・志和池・庄内・
西岳地区に対して、地域活性化基金を活用した地域活性化事業を実施して
きました。そして、今年度から平成32年度までの 4 年間にわたって市内
全15地区に事業を拡充。
　今回は地域活性化事業の概要と効果、これまでの事業実績を特集します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

市内各地域の皆さんのニーズに応える

地域活性化事業

地
域
の
課
題
は
、「
地
域
の
力
」
で
解
決

コミュニティ文化課
本田   将之 副主幹

　

平
成
25
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
、
各

地
域
で
取
り
組
ま
れ
た
事
業
は
、
80
件

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
度
、
市
で
は
８
つ
の
地

区
に
限
っ
て
い
た
本
事
業
を
、
市
内
15

地
区
全
て
に
拡
充
。
各
地
区
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち
協
）
を
中
心
に
、

今
後
４
年
間
で
１
千
万
円
を
活
用
し
な

が
ら
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
自
ら
が
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
課
題
解
決
を
図
る
本
事
業
。
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
や
能
力
を
持
つ
地
域
住

民
が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
の
団

結
力
が
一
層
強
く
な
る
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　コミュニティ文化課では、今年度から
新たに本事業に取り組む地域を回り、事
業の進め方や取り組み事例を説明しなが
ら、事業計画づくりを支援しています。
地域の抱える課題は地域によってさまざ
まです。多様なニーズに対して、地域に
住む皆さんが話し合い、課題解決に向け
て意見を出し合うことで、地域の特性に
合った魅力ある事業が実現できます。
　本事業を活用して、地域の課題を解決
し、地域の皆さんと共に、これからの４
年間、魅力あふれる地域づくりに協力し
て取り組んでいきたいと思います。

インタビュー

住みやすい地域づ
くりのため、地域
みんなで知恵を出
し合いましょう！
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地域活性化事業の考え方

【事業の仕組み】

【対象地区と今後４年間に措置される計画額】

◎都城市
権限と財源を移譲

◎まち協や地域住民、団体
地域の課題の検証と解決策の提案

地域の活性化策の提案

【地域振興基金】
<市が4年分をまとめて基金として積み立て>

地域振興基金の取り崩し

地域活性化事業を実施

【事業の流れ】
ステップ 1　

まち協が、地域の抱える課題の
解決や、活性化につながる取り
組みの提案を受け付け

例：○△□実行委員会
「家族が集まるイベントを、
開催したい」
まち協（環境美化委員会）

「環境美化事業を実施したい」

提案に対して、提案者
とまち協が協議

まち協と提案者が、
合意した事業の補
助金を市へ申請。

市が、補助金交付
決定を通知

事業の実施

ステップ 2　 ステップ 3　 ステップ 4　

◎絵本読み聞かせ“志和っ池”事業（平成26年度）
ボランティアによる読み聞かせを推進。図書や本
棚の購入など

基金活用額　70万円
◎庄内地区歴史文化読本作成事業（平成26～28年度）

庄内地区の子どもたちに地域の歴史や文化を伝え
る副読本を作成。庄内中学校１年生に、平成28年
度から10年間配布予定

基金活用額　122万円

◎山之口弥五郎どん祭りに関する保存伝承事業  （平成26・27年度）
南九州大

おおひと

人弥五郎伝説文化交流フェスティバル
「山之口」の開催 、民俗芸能の備品購入など

基金活用額　372万円
◎スポーツイベント推進事業（平成27年度）

合併10周年記念として、高崎スポーツ祭や高崎体
育祭、たかざき地区公民館対抗駅伝大会などを開
催し、地区住民の交流と健康増進を推進

基金活用額　192万円

平成29年度予算
地域活性化事業

自ら考え提案

財源

権限

平成25年度～28年度 平成29年度～32年度

・志和池
・庄内
・西岳
・中郷
・山之口
・高城
・山田
・高崎

・姫城　　　・庄内
・小松原　　・西岳
・妻ケ丘　　・中郷
・祝吉
・五十市　　・山之口
・横市　　　・高城
・沖水　　　・山田
・志和池　　・高崎

全体の総額1億5千万円
各地区 4 年間の総額

1,000万円×15地区

中
山
間
地
域
8
地
区

市
内
全
15
地
区

地域活性化を積極的に進めています！　～ これまでの取り組みの例 ～
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【
会
期
】

10
月
21
日
㈯
～
12
月
3
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

【
入
場
料
】

一
般
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
や
前
売

　

り
な
ど
の
割
引
料
金
。
11
月
３
日
の

　

文
化
の
日
は
入
場
料
無
料

展
示
会
場
・
作
家

　

美
術
館
を
メ
イ
ン
に
、
市
内
の
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
で
各
作
家
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

●
市
立
美
術
館　

今
和
泉
隆
行
（
鹿
児

島
県
出
身
）、
小
山
田
徹
（
鹿
児
島
県

出
身
）、
島し
ま
ざ
き嵜
清き
よ
ふ
み史
（
宮
崎
県
出
身
・

在
住
）、戸
高
千
世
子
（
宮
崎
県
出
身
・

鹿
児
島
県
在
住
）、
早
川
直
己
（
都
城

市
在
住
）、姫
田
真ま

な

武ぶ

（
宮
崎
県
出
身
）、

平
川
渚
（
鹿
児
島
県
在
住
）、
宮
田

君く
ん
ぺ
い平（

宮
崎
県
出
身
）、芳よ

し

木き

麻
里
絵（
鹿

児
島
県
出
身
）

●
旧
製
本
工
場
・
旧
東
町
工
場
（
東
町

18

－

10
）　

島
嵜
清
史
、
宮
田
君
平

●
神
柱
公
園
、安
久
後ご

久き
ゅ
う

の
田
ん
ぼ（
安

久
町
１
８
２
８
）　

戸
高
千
世
子

※
各
会
場
の
地
図
は
、
特
別
展
チ
ラ
シ

　

裏
面
、
ま
た
は
特
別
展
特
設
サ
イ
ト

　

を
確
認
く
だ
さ
い
。
会
場
は
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

立
体
や
平
面
、
映
像
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型
空
間
芸
術
）
な
ど
、
南

九
州
の
現
代
作
家
た
ち
の
多
様
な
表
現
を
感
じ
ら
れ
る
今
回
の
特
別
展
。
美
術
館
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
屋
外
や
空
き
家
な
ど
の
会
場
で
、
展
示
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
め
ま
す
。
同
時
代
・
同
地
域
の
身
近
な
現
代
作
家
た
ち
の
息
遣
い
を
、
ぜ
ひ
、

感
じ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

南
九
州
の
現
代
作
家
た
ち

Ｍメ

ッ

セ

ー

ジ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
２
０
１
７

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展

関連イベント

市立美術館
特別展特設サイト

※その他のイベント
　は、特別展の特設サ
　イトを確認ください

平川  渚 「ミナワ」 戸高  千世子 「豊島の気配」

早川  直己 「ピタゴラス礼拝堂」

島嵜  清史 「アウトライン」

芳木  麻里絵 「Curtain#02」

シンポジウム
「南九州のアート20年」
●日時　10月29日㈰  14時～16時
●定員　30人　※要予約
●パネリスト　藤浩志さん
　　　　　　　小山田徹さん
　　　　　　　高嶺格さん

※今回の市立美術館特別展は、一般財団法人自治総合センター
が行っている宝くじの社会貢献広報事業（コミュニティ助成
事業）を活用しています
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主
な
展
示
史
料

●
国
宝　

ア
メ
リ
カ
船
渡
来
風
説
図

「
極
密
書
」、
「
手
覚
書
」（
東
京

大
学
史
料
編
纂さ

ん

所
所
蔵
）
な
ど

●
重
要
文
化
財　

薩
州
鹿
児
島
見
取
絵

図
（
佐
賀
県
武
雄
市
所
蔵
）
な
ど

●
西
郷
隆
盛
関
係
史
料　

勝
海
舟

筆
・
西
郷
隆
盛
追
悼
詩
（
下
関
市
立

歴
史
博
物
館
所
蔵
）、

大お
お

牟む

礼れ

南な
ん

塘と
う

画
・
西
郷
隆
盛
肖
像
画
（
鹿
児
島
県

立
図
書
館
所
蔵
）
な
ど

【
会
期
】

［
前
期
］
10
月
14
日
㈯
～
11
月
５
日
㈰

［
後
期
］
11
月
７
日
㈫
～
11
月
26
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
。
11
月
６
日
㈪
は
展
示

　

替
え
を
行
い
ま
す

【
入
館
料
】

大
人
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　

本
宅
は
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円

　

幕
末
維
新
の
動
乱
期
の
状
況
を
、
薩
摩
藩
と
都
城
島
津
家
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
の

活
躍
を
紹
介
し
な
が
ら
探
る
今
回
の
特
別
展
。
当
時
の
様
子
を
記
し
た
「
島
津
家
文

書
」
や
、
大
久
保
利と
し

通み
ち

に
宛
て
た
「
西
郷
隆
盛
書
簡
」
な
ど
の
国
宝
・
重
要
文
化
財

を
は
じ
め
、
西
郷
隆
盛
直
筆
の
書
や
肖
像
画
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
を
多
数
展
示
し

ま
す
。
時
代
を
大
き
く
動
か
し
た
先
人
た
ち
の
活
躍
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

幕
末
維
新
の
動
乱
と
都
城

― 

西
郷
隆
盛
と
都
城
島
津
家 

―

　

平
成
29
年
は
、
大
政
奉
還
や
都
城
島

津
家
の
六ろ

く

烈れ
っ

士し

自じ

刃じ
ん

か
ら
１
５
０
年
、

西
郷
隆
盛
を
盟
主
に
士
族
ら
が
起
こ
し

た
明
治
政
府
へ
の
反
乱
「
西
南
戦
争
」

か
ら
１
４
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代

を
迎
え
た
こ
の
動
乱
期
に
活
躍
し
た
の

が
「
西
郷
隆
盛
」。
彼
は
大
久
保
利
通

ら
と
連
携
し
な
が
ら
、
倒
幕
を
果
た
し

明
治
国
家
の
確
立
に
尽
力
し
ま
し
た

が
、
西
南
戦
争
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
鹿
児
島
市
立
美

術
館
所
蔵
の
「
服は
っ

部と
り

英え
い

龍り
ゅ
う

筆
・
西
郷
隆

盛
像
」
の
ほ
か
、
西
郷
隆
盛
を
主
役

に
、
薩
摩
藩
お
よ
び
都
城
島
津
家
の
活

躍
を
、
当
時
の
貴
重
な
史
料
を
も
と
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

NHK宮崎放送局後援　都城島津伝承館特別展記念シンポジウム
　NHK大河ドラマ「西

せ ご

郷どん」の放送開始に先立ち、西郷隆盛の時
代と都城島津家の動向について講演します。
●日時　11月11日㈯　13時30分～16時
●場所　高城生涯学習センター
●基調講演　尚

しょう

古
こ

集
しゅう

成
せ い

館
か ん

館長　松尾千歳さん
●パネリスト　松尾千歳さん、原口泉さん（志學館大学教授）、
　　　　　　　山本博文さん（東京大学史料編纂所教授）、
　　　　　　　小平田志穂さん（尚古集成館学芸員）

関連イベント

服部英龍筆・西郷隆盛像（鹿児島市立美術館所蔵） 麒麟鳳凰図屏風　鳳凰図（都城島津邸所蔵）

白紫糸段威大鎧（個人所蔵）



住みやすい
38.8％

いま住んでいる
ところに住み
続けたい

68.0％

わからない
16.5％

無回答
4.6％

市内の別の
地域に
住みたい
8.5％

市内には
住みたくない
2.4％

どちらかといえば
住みやすい

47.4％

どちらかと
いえば
住みにくい
7.5％

住みにくい
3.1％

無回答
3.2％

市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、6 月に「都城市市民意識調査（ふれあいアンケー
ト）」を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

今回は、満18歳から満79歳までの約12万の市民の皆さんの中から無作為に選んだ3,000人を対象に、本
市の住み心地や生涯学習、男女共同参画社会、ウオーキングマップ、がん検診、文化活動、市広報紙料理
紹介コーナー、都城教育の日について調査を行いました。

回答者は1,130人で、回答率37.7%でした。詳細な結果は、市のホームページに掲載しています。
◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

都
城
の
住
み
心
地

都
城
市
の
住
み
心
地
を
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
も
都
城
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
。

◎
解
説

本
市
の
住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、

86
・
２
㌫
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」
と
感

じ
て
い
て
、
約
９
割
が
住
み
や
す
い
と

感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
と
「
住
み
や
す
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」

と
感
じ
て
い
る
人
は
20
代
の
91
・
５
㌫

が
最
も
多
く
、
逆
に
、
最
も
少
な
い
の

は
30
代
の
78
・
８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
み
続
け
た
い
か
の
質
問
に
つ
い
て

は
、
68
㌫
の
人
が
「
い
ま
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
」と
回
答
し
、

都
城
に
住
み
続
け
た
い
と
回
答
し
た
人

が
約
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
と
、「
都
城
に
住
み

続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
70

代
の
84
・
３
㌫
が
最
も
多
く
、
逆
に
、

最
も
少
な
い
の
は
10
代
の
27
・
３
㌫
で

す
。

◆男女別回答者数
性 別 回 答 者 比 率

男 性 434人 38.4％

女 性 671人 59.4％

無回答 25人 2.2％

計 1,130人 100％

◆年代別回答者数
年 代 回 答 者 比 率
10代 11人 1.0％
20代 71人 6.3％
30代 160人 14.2％
40代 163人 14.4％
50代 176人 15.6％
60代 305人 27.0％
70代 223人 19.7％
無回答 21人 1.8％

計 1,130人 100％

◆地区別回答者数
地 区 回 答 者 比 率
姫 城 93人 8.2％
小松原 72人 6.4％
妻ケ丘 130人 11.5％
祝 吉 126人 11.2％
五十市 124人 11.0％
横 市 79人 7.0％
沖 水 93人 8.2％
志和池 47人 4.2％

地 区 回 答 者 比 率
庄 内 41人 3.6％
西 岳 12人 1.1％
中 郷 66人 5.8％
山之口 32人 2.8％
高 城 78人 6.9％
山 田 40人 3.5％
高 崎 62人 5.5％
無回答 35人 3.1％

計 1,130人 100％

8広報 都城 平成29年10月号



行っている
19.0％

同好会や自主
サークル活動に
参加している

39.4％

よか・余暇・楽習
ネットワーク事業に
参加している

13.0％

無回答 0.8％

民間の塾、文化教室、
カルチャーセンターや
スポーツクラブなどに
通っている

27.1％

通信教育、
放送大学を
利用している
5.2％

大学、専門学校
（公開講座を含む）
に通っている

5.2％

行っていない
78.8％

無回答  2.2％

ふれあいアンケート結果

生
涯
学
習

現
在
、
学
習
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

日
頃
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

◎
解
説

今
後
の
生
涯
学
習
教
室
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
活
動

状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
は
19
㌫
、

行
っ
て
い
な
い
人
は
78
・
８
㌫
と
な
っ

て
い
て
、
行
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

学
習
活
動
の
方
法
と
し
て
は
「
同
好

会
や
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
」
が
39
・
４

㌫
と
最
も
高
く
、
次
い
で「
民
間
の
塾
、

文
化
教
室
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
」が
27
・
１
㌫
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
が

行
っ
て
い
る
生
涯
学
習
講
座
「
よ
か
・

余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
13

㌫
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賛成  2.7％

知らない  70.8％

無回答 1.4％

無回答  2.1％

男
女
共
同
参
画
社
会

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭

を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

よ
う
な
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を

固
定
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

市
で
行
っ
て
い
る
女
性
総
合
相

談
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
知
っ

て
い
ま
す
か
。

◎
解
説

平
成
30
年
以
降
の
新
た
な
男
女
共
同

参
画
計
画
の
参
考
と
す
る
た
め
、
男
女

共
同
参
画
社
会
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

を
調
査
し
ま
し
た
。

性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
す
る
考

え
方
に
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
賛
成
」
の
合
計
は
16
・
１
㌫
、
「
反

対
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
の

合
計
は
69
・
５
㌫
と
、
反
対
が
賛
成
を

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
行
っ
て
い
る
女
性
総
合
相
談
に

つ
い
て
は
「
言
葉
を
知
っ
て
お
り
、
内

容
も
理
解
し
て
い
る
」「
言
葉
を
知
っ

て
お
り
、
内
容
も
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」「
言
葉
は
聞
い
た
り
、
見
た
り
し

た
こ
と
が
あ
る
」
の
合
計
は
27
・
１
㌫

で
、
知
ら
な
い
人
は
70
・
８
㌫
と
知
ら

な
い
人
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

どちらかといえば賛成
13.4％

どちらかと
いえば反対
34.3％

反対  35.2％

言葉は聞いたり、見
たりしたことがある

19.4％

言葉を知っており、
内容も理解している  1.9％

言葉を知っており、
内容もある程度知って
いる  5.8％

その他
9.3％

わからない
13.0％
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ある  35.8％

ない  63.0％

無回答  1.2％

が
ん
検
診

過
去
３
年
以
内
に
市
で
実
施
し

た
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

ど
の
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

が
ん
検
診
が
あ
る
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
知
り
ま
し
た
か
。

（
複
数
回
答　

上
位
５
位
）

◎
解
説

市
が
実
施
し
た
が
ん
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
は
35
・
８
㌫
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
女
性
が

70
・
６
㌫
、
男
性
が
26
・
７
㌫
と
な
り
、

女
性
の
受
診
率
の
方
が
高
く
、
年
代
別

で
見
る
と
、
最
も
高
い
の
は
60
代
の
30
・

４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
し
た
検
診
の
種
類
は
、「
大
腸

が
ん
検
診
」
23
・
１
㌫
が
最
も
多
く
、

「
肺
が
ん
検
診
」
15
・
２
㌫
が
最
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
情
報
収
集
方
法
は
「
市

が
発
行
す
る
広
報
紙
な
ど
」
の
59
・
１

㌫
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ふれあいアンケート結果

0.9%

15.2%
19.5%

23.1%
19.9%

21.4%

胃
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

無
回
答

20%

10%

0%

60% 59.1%

14.9%
5.7% 6.3% 6.5%

市
が
発
行
す
る

広
報
紙
な
ど

病
院
・
施
設
な

ど
か
ら
の
情
報

公
民
館
か
ら
の

情
報

友
人
・
知
人
か

ら
の
情
報

そ
の
他

40%

20%

0%

知っている
35.8％

ある  21.2％

知らない  62.2％

ない  78.8％

無回答
2.0％

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

平
成
27
年
度
に
作
成
し
た

「
み
や
こ
の
じ
ょ
う
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
て
い
る
コ
ー
ス
を
歩
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

◎
解
説

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
平

成
27
年
度
に
作
成
し
た
「
み
や
こ
の

じ
ょ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
の
活

用
状
況
や
、
認
知
度
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

み
や
こ
の
じ
ょ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は

35
・
８
㌫
、
知
ら
な
い
人
は
62
・
２
㌫

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

み
や
こ
の
じ
ょ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
知
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
掲

載
し
て
い
る
コ
ー
ス
を
歩
い
た
こ
と
が

あ
る
人
は
21
・
２
㌫
、
歩
い
た
こ
と
が

な
い
人
は
78
・
８
㌫
で
し
た
。

ま
た
、
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
た
人
が
、
歩
い
た
コ
ー
ス
で
最
も
多

い
の
は
、「
姫
城
地
区
」
13
・
２
㌫
、

次
い
で
「
祝
吉
地
区
」
11
・
２
㌫
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

10広報 都城 平成29年10月号



●日時　10/21 ㈯　９時20分～15時30分
●場所　都城市リサイクルプラザ「さいせい館」（下水流町）
　「ＳＴＯＰ！　地球温暖化」をテーマに、環境についての展示や体験コー
ナー、リサイクル品の抽選販売など、内容盛りだくさんのイベントを開催。
家族そろって来場ください。

◎問い合わせ　環境政策課　☎ 23－2130

　牛乳パックを再利用したはがき作りや、太陽光で
動くおもちゃ作りなど、楽しみながら環境について
学びます。
・ソーラーバッタ親子製作

教室（500円、要申し込み）
・オリジナルペーパー
　スコップを作ろう（無料）
・ 親子ＤＥ紙工作（無料）
　など

　空き缶とドレスタオルの交換や、緑化推進のため
の苗木の無料配布などを行います。
・手作り堆肥の無料配布
・小型家電回収
　（25㎝×10㎝未満）
　※回収できない家電もあります

・霧島酒造の焼酎パック
　（5枚）をトイレットペー
　パー（１個）と交換など

　市内の小学生が描いた環境啓発のポスターやエコ
作品、企業や団体の環境への取り組みを紹介したパ
ネルなどを展示します。
・「環境美化の日」絵画コ
　ンクール作品の展示
・「下水道の日」ポスター、
　習字の展示
・環境保全に関するパネル
　の展示など

　壊れたおもちゃの修理や、家庭での省エネについ
ての講演、飲食物の販売などを行います。
・省エネセミナー（10時～12時、先着50人）
・おもちゃの病院
・肺がん・結核検診
　（ ９ 時30分～12時）
・警察犬による実技披露
・ステージイベントなど

1100m

案内
標識350m

志和池
小学校

志和池
郵便局

↓至都城市街

至高城
国道10号

↓

←至山田

崎
高
・
林
小
至
↑

国道
221

★は臨時駐車場、シャトルバス発着所

★

体験コーナー

配布・交換・回収コーナー

展示コーナー

その他のコーナー

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自

転
車
を
再
生
し
、抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目　

家
具
類
全
般
、
自
転

車
（
子
ど
も
用
含
む
）、
生
活
雑
貨

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
配
達
は
で

き
ま
せ
ん

●
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣
に

住
む
18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法　
「
さ
い
せ
い
館
」
事

務
所
で
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
応
募
箱
へ
投
函

※ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
家
具
、
自
転
車

は
１
人
当
た
り
各
１
点
の
み
（
重

複
無
効
）

●
応
募
期
間　

環
境
ま
つ
り
当
日
の

12
時
ま
で

※ 

10
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・
15
日
㈰
・

17
日
㈫
は
、
さ
い
せ
い
館
は
休
館

●
抽
選
方
法　

環
境
ま
つ
り
当
日
の

13
時
30
分
頃
か
ら
、
会
場
で
抽
選
発
表

※ 

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

当
選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ
れ
ば

代
理
で
も
可

◎
問
い
合
わ
せ

さ
い
せ
い
館　

☎
36

－

３
９
０
０

都城市環境まつり

ガ
ラ
ポ
ン

く
じ
引
き
券（

1回限り）

切り取って、
当日

会
場に持

参ください



平成30年度　幼稚園一覧

保
育
所
な
ど
の

入
所
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

平成30年４月

施
設
を
利
用
す
る
に
は

「
認
定
」
が
必
要
で
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
、
保
育
所

（
園
）
や
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
を

利
用
す
る
際
に
は
「
認
定
」
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
は
年
齢
や
保

育
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
１
号
～
３
号

認
定
ま
で
３
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
特
徴
と
利
用
で
き
る
人

幼
稚
園

　

満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
つ
く
る

た
め
の
「
幼
児
教
育
」
を
行
う
施
設
で
、

１
号
認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま

す
。

保
育
所
（
園
）

　

就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
で

き
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
「
保
育
」

を
行
う
施
設
で
す
。
２
号
認
定
（
３
歳

以
上
）、
３
号
認
定
（
３
歳
未
満
）
を

受
け
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園

　

保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

で
、「
幼
稚
園
型
」「
保
育
所
型
」「
幼

保
連
携
型
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、
認

定
区
分
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）

　

認
定
の
手
続
き
と
入
園
申
し
込
み

は
、
希
望
す
る
園
で
直
接
手
続
き
く
だ

さ
い
。

　

平
成
30
年
度
の
保
育
所
（
園
）
や
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

施
設
に
よ
っ
て
申
し
込
み
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
入
所
手
続
き
の
流
れ
を

確
認
し
て
期
間
内
に
手
続
き
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

地区 施設名 電話番号

姫城
さくら幼稚園（姫城町） 22－1552
都城聖ドミニコ学園幼稚園（下長飯町） 39－5771

妻ケ丘 妻ケ丘幼稚園（中原町） 22－2757
庄内 ★清涼幼稚園（庄内町） 37－0568

高城
高城幼稚園（高城町穂満坊） 58－2351
有水幼稚園（高城町有水） 59－9114
石山幼稚園（高城町石山） 58－3211

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
号
・

３
号
認
定
）

●
受
付
期
間 

11
月
１
日
㈬
～
12
月
15
日
㈮

※ 

こ
の
期
間
以
降
も
、
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
人

を
優
先
し
ま
す
。
な
お
、
第
３
希
望

ま
で
選
べ
ま
す

●
申
請
書
の
配
布
と
受
付
場
所　

10
月
13
日
㈮
か
ら
保
育
課
、保
育
所（
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
で
配
布

※ 

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
は
、
申
請

書
の
配
布
の
み

【
新
規
入
所
説
明
会
】　

●
日
時　

10
月
26
日
㈭　

11
時
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、介護、
就学など保育を必要とする事由

 認定の区分と入所手続きの流れ 

必要に応じ
て、一時預
かりなどの
サービス利
用可
【認定外】

 

【１号認定】
幼稚園
認定こども園

【２号・３号認定】
保育所（園）
認定こども園

年　齢

施設から入園の
決定

利用者の希望と施設
の状況により、市が
利用施設を決定

施設へ申し込み 市へ申し込み

教育を希望
する しない

３歳未満 ３歳以上
年　齢

３歳以上 ３歳未満

該当しない 該当する

★は平成30年 4 月から認定こども園に移行予定
※さくら幼稚園は認定の必要はありません
※高城地区の幼稚園は 5 歳以上が対象。利用を希望する人は、
　園に直接申し込みください

12広報 都城 平成29年10月号



地区 施設名 所在地 電話番号

姫
城

天竜保育園 早鈴町6－11 23－1301

天竜幼稚園 牟田町2－14 22－0502

ふたば幼稚園 松元町18－1 23－2469

小
松
原

イングリッシュ幼児園 宮丸町3038 26－1874

かたひら認定こども園 志比田町7182－1 24－7745

志比田こども園 志比田町5779－2 23－2803

ひばり保育園 大王町25－17 23－0038

宮丸認定こども園 宮丸町2856－1 27－1541

妻
ケ
丘

あやめ原こども園 菖蒲原町27－1－2 22－2372

一万城幼稚園 一万城町112－3 22－5739

上長飯認定こども園 上長飯町81－4 22－4843

祝
吉

アソカ幼稚園 年見町23－4 23－7505

いなり認定こども園 郡元四丁目23－18 22－5974

川東さくらんぼこども園 下川東二丁目3351 22－2210

天竜祝吉幼稚園 千町5276－10 22－1012

早水保育園 早水町1－7－5 24－1826

みやこのじょう児童学園 祝吉二丁目7－4 26－7414

地区 施設名 所在地 電話番号

姫
城

あゆみ保育園 甲斐元町3382－1 23－5246
●エンゼルＩＴ保育園 中町1－7 77－7980
下長飯保育園 下長飯町5494－1 39－1040
相愛保育園 早鈴町1583－1 25－1879
相愛ひめぎ保育園 姫城町2856－1 22－2295
早鈴保育園 早鈴町1864－2 24－3699
星空の都ポピー保育園 早鈴町1550－1 25－9478

小
松
原

アソカ保育園 小松原町4－10 24－0450
大王保育所 平江町44－2 22－2167
ぽっぽ保育所 前田町8－20 24－7887
●みやこのじょう児童学園ひまわり 大王町14－2 23－9335

妻
ケ
丘

一万城保育園 一万城町71－4 23－2802
たんぽぽ保育園 一万城町12－2 23－3313

祝
吉

郡元保育所 郡元町4620 22－1578
並木保育園 上川東四丁目5753－3 24－1580

五
十
市

●五十市小規模保育園 久保原町28－15 57－7110
すずらん保育園 南鷹尾町28－6 24－3596
さつき保育園 都島町1171 23－5250
たかお保育所 南鷹尾町27－22 22－0394
都島保育園 鷹尾一丁目7－9 23－5622

横
市

●こどもの森 南横市町3992－1 25－3344
ルンビニもちお保育園 南横市町8312 22－5421

地区 施設名 所在地 電話番号

五
十
市

五十市認定こども園 久保原町29－4 22－2110

今町保育園 今町8917－1 39－2102

天竜第二幼稚園 南鷹尾町16－15 23－7503

天竜第三幼稚園 鷹尾四丁目18－11 23－7504

横
市

にし幼稚園 南横市町4003－2 25－3344

みやこばるこども縁 都原町11－5 22－4323

沖
水

高木保育園 高木町4825 38－1310

とほく認定こども園 都北町1013 38－1877

志
和
池

こばとキンダーガーテン 丸谷町2695－6 36－1091

ししのこ幼稚園 上水流町1758 36－0646

志和池さくらんぼこども園 下水流町2964－3 36－0535

まるのキンダーガーテン 野々美谷町2947－7 36－0891

庄内 乙房こども園 乙房町323 37－1212

中
郷

梅北保育園 梅北町4699－1 39－2869

やすひさ幼児園 安久町1674－1 39－0218

高城 さかえこども園 高城町穂満坊2553－51 58－2600

山
田

谷頭こども園 山田町中霧島3270－1 64－1051

まんがつか認定こども園 山田町山田9728－40 64－1123

高崎 おおむたこども園 高崎町大牟田2093－25 62－1989

地区 施設名 所在地 電話番号

沖
水

金田保育所 金田町1985－1 38－1325
山野原保育園 太郎坊町3149－1 38－3700
吉尾保育園 吉尾町721－2 38－3027

志和池 志和池保育児童館 上水流町2373 36－0516

庄
内
・
西
岳

菓子野保育園 菓子野町9523－1 37－1766
ルンビニ保育園 庄内町12468 37－0569
わかば保育園 高野町3090－2 33－1810

中郷 中郷保育所 安久町6890 39－0529

山
之
口

安楽地保育園 山之口町富吉3495－1 57－2123
山之口中央保育所 山之口町花木2301－41 57－2068
山之口ふもと保育所 山之口町山之口2943 57－2023
山之口乳児保育所 山之口町花木2630－3 57－2243

高
城

有水保育所 高城町有水3344－1 59－9324
石山保育園 高城町石山1133－5 58－5931
高城保育所 高城町穂満坊18 58－2314
つみき保育園 高城町桜木854－1 58－4585

山
田

木之川内保育所 山田町山田9371 64－1012
山田中央保育所 山田町山田4297－1 64－3021

高
崎

旭保育園 高崎町大牟田1891－13 62－4106
善長寺保育園 高崎町江平1531－2 62－2125
縄瀬保育園 高崎町縄瀬1408 62－3772
★鳴峰保育園 高崎町大牟田1151－3 62－2127

平成30年度　認定こども園一覧

平成30年度　保育所（園）一覧

●は小規模保育所で、 0 ～ 2 歳が対象　★は平成30年 4 月から認定こども園に移行予定

13 Miyakonojo City Public Relations 2017.10



古
式
ゆ
か
し
い
土
俵
入
り

江
戸
時
代
、
築
堤
を
祝
い
花

相
撲
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り

の
「
石
山
花
相
撲
」
が
８
月
27

日
、
観
音
池
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
現
代
の
大
相
撲
の
土

俵
入
り
と
は
異
な
る
古
い
形
の

弓
取
り
や
土
俵
入
り
が
行
わ

れ
、
横
綱
に
よ
る
弓
取
り
に
会

場
か
ら
は
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
と

掛
け
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
７
歳
を
迎
え
る
男
児

の
豆
力
士
が「
ヨ
イ
ヤ
ー
サ
ァ
」

と
元
気
よ
く
土
俵
入
り
。
両
手

一
杯
の
山
盛
り
の
塩
を
勢
い
よ

く
ま
き
、行
司
の
「
見
合
っ
て
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
力
の
入

っ
た
取
組
が
始
ま
る
と
、
会
場

か
ら
は
声
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

環
境
美
化
に
汗
流
す

第
34
回
い
き
い
き
大
淀
川
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
が
８
月
20
日
、

神
柱
公
園
を
中
心
と
し
た
年
見

川
流
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
都
城
支

部
の
呼
び
掛
け
で
、
毎
年
実
施

さ
れ
る
こ
の
取
り
組
み
。
市
内

の
企
業
や
行
政
機
関
な
ど
約
35

団
体
と
、
中
学
・
高
校
生
や
地

域
住
民
ら
合
わ
せ
て
約
千
人
が

参
加
し
、
園
内
を
流
れ
る
年
見

川
の
堤
防
沿
い
歩
道
の
草
刈
り

や
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃
活

動
に
、汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

同
支
部
の
栗
山
寛
代
表
は
「
長

年
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
現

れ
、
年
見
川
の
き
れ
い
な
環
境

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

山
之
口
未
来
創
造
塾
が
８
月

22
日
、
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
之

口
町
の
小
・
中
学
校
４
校
の
児

童
・
生
徒
の
代
表
が
、
自
分
た

ち
の
住
む
町
に
つ
い
て
感
じ
て

い
る
こ
と
を
意
見
交
換
し
、「
ま

ち
づ
く
り
」
へ
の
関
心
と
郷
土

愛
を
高
め
る
こ
の
取
り
組
み
。

「
山
之
口
を
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
町
に
す
る
に
は
」
と
い

う
議
題
に
対
し
、
現
在
行
っ
て

い
る
活
動
を
元
に
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。
年
に
３
回
高
齢
者

宅
へ
花
を
配
る
な
ど
、
子
ど
も

な
ら
で
は
の
視
点
で
自
分
た
ち

の
住
む
町
を
良
く
し
て
い
く
案

を
各
学
校
で
話
し
合
い
な
が
ら

活
発
に
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
が
実
を
結
ぶ

８
月
23
日
に
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
た
、
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
の
ほ
ふ
く
救
出
で
入
賞
し

た
市
消
防
局
特
別
救
助
隊
員
３

人
が
８
月
29
日
、
池
田
市
長
に

入
賞
報
告
を
し
、
ほ
ふ
く
救
出

の
一
部
を
市
長
室
で
披
露
し
ま

し
た
。
全
国
９
地
区
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
千
人
が
出
場
し
た

本
大
会
。
隊
長
を
務
め
た
垂
水

孝
裕
さ
ん
が
「
救
助
を
待
つ
市

民
を
い
ち
早
く
救
出
す
る
た
め

の
訓
練
の
成
果
が
出
せ
て
う
れ

し
い
」
と
喜
び
を
話
す
と
、
池

田
市
長
は
「
日
頃
の
積
み
重
ね

が
あ
っ
て
こ
そ
の
入
賞
。
今
後

も
、
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
鼓
舞
し

ま
し
た
。

子
育
て
を
楽
し
く
便
利
に

９
月
１
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
事
前
登
録
に
よ
り
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
利
用
で

き
る
「
都
城
市
電
子
母
子
手
帳

サ
ー
ビ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来

の
母
子
手
帳
と
併
せ
て
利
用
す

る
も
の
で
、
健
診
や
予
防
接
種

の
記
録
を
確
認
で
き
た
り
、
予

防
接
種
予
定
日
の
通
知
な
ど
を

受
け
取
れ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、

写
真
な
ど
を
使
っ
て
日
記
も
作

成
で
き
、
家
族
で
情
報
を
共
有

で
き
ま
す
。
利
用
中
の
皆
さ
ん

か
ら
は
「
母
子
手
帳
の
不
便
さ

が
解
消
さ
れ
、
遠
方
の
祖
父
母

と
子
ど
も
の
成
長
を
共
有
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

全国消防救助技術大会入賞報告

電子母子手帳サービス開始

いきいき大淀川クリーン大作戦

山之口未来想像塾

高城石山花相撲
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あ
な
た
の
体
力
ど
れ
く
ら
い
？

都
城
市
体
力
テ
ス
ト
が
９
月

２
日
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
体
力
と
運
動
能
力
の
分

析
と
併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
催
し
に
、
20
代
～
70
代
の
市

民
約
80
人
が
参
加
。
参
加
者
ら

は
、
成
年
と
高
齢
者
の
部
に
分

か
れ
、
握
力
や
立
ち
幅
跳
び
な

ど
を
測
定
し
、
爽
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

今
村
孝
吉
さ
ん
（
高
城
町
大
井

手
）
は
「
前
回
よ
り
も
良
い
結

果
を
出
せ
て
う
れ
し
い
。
健
康

で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら

運
動
を
心
掛
け
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
に
新
し
い
風

本
市
の
新
し
い
特
産
加
工
品

の
開
発
な
ど
を
行
う
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
辞
令
交
付
式
を
９

月
４
日
、
市
長
室
で
行
い
ま
し

た
。
着
任
し
た
大
内
康や
す

勢な
り

さ
ん

は
、
初
の
男
性
隊
員
。
東
京
で

は
不
動
産
関
係
の
業
務
に
従
事

し
て
い
ま
し
た
が
、
母
親
の
出

身
が
本
市
と
い
う
縁
で
、
今
回

の
隊
員
に
応
募
し
ま
し
た
。「
み

や
こ
ん
じ
ょ
を
ど
げ
ん
か
し
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
来
た
。

都
城
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
に

役
立
ち
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。池
田
市
長
は「
民

間
で
培
っ
た
経
験
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
本
市
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

待
望
の
新
施
設
が
稼
働
開
始

市
営
駒
発
電
所
（
山
田
町
）

の
改
修
工
事
落
成
式
が
９
月
６

日
、
同
発
電
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
市
唯
一
の
市
営
発
電
所

で
も
あ
る
同
発
電
所
。
昭
和
31

年
か
ら
60
年
に
わ
た
っ
て
稼
動

し
続
け
た
発
電
設
備
が
老
朽
化

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度

か
ら
改
修
工
事
を
実
施
し
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
落
成

式
に
は
、
関
係
者
ら
42
人
が
参

加
。
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が

執
り
行
わ
れ
、池
田
市
長
が「
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
力
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元

水
利
組
合
の
代
表
者
ら
に
よ
る

通
電
開
始
式
が
行
わ
れ
、
本
格

稼
動
し
ま
し
た
。

住
宅
取
得
へ
の
支
援
を
強
化

９
月
６
日
、
独
立
行
政
法
人

住
宅
金
融
支
援
機
構
と
本
市

が
、
住
宅
取
得
支
援
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
初
と
な
る
自
治
体
と

同
機
構
と
の
連
携
協
定
。
こ
の

協
定
締
結
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
を
借
り
入

れ
て
、
市
外
か
ら
の
転
入
者
や

中
山
間
地
域
な
ど
で
住
宅
を
取

得
す
る
子
育
て
世
帯
が
、
市
の

住
宅
取
得
に
関
す
る
補
助
制
度

を
受
け
る
場
合
に
、
借
入
金
利

が
優
遇
さ
れ
ま
す
。
住
宅
取
得

の
補
助
制
度
の
詳
し
い
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

都城市体力テスト

地域おこし協力隊辞令交付式

駒発電所落成式

住宅金融支援機構との連携協定締結

長
寿
と
健
康
を
祝
福

老
人
の
日
・
老
人
週
間
を
前

に
、
市
内
の
最
高
齢
者
と
今
年

度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
高
齢
者

に
敬
意
を
表
し
、
健
康
と
幸
せ

を
祈
念
す
る
世
帯
訪
問
が
９
月

５
日
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、
市
内
の

１
０
０
歳
到
達
者
は
60
人
。
市

内
最
高
齢
と
な
る
内
村
ノ
ブ
さ

ん
（
１
０
７
歳
・
庄
内
町
）
を

池
田
市
長
が
訪
問
し
、
祝
い
状

や
名
前
が
書
か
れ
た
都
城
焼
の

大
湯
飲
み
、
花
束
を
贈
り
、
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。
池
田
市
長

が
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
」
と
祝
い
の
言

葉
を
掛
け
る
と
、
家
族
に
囲
ま

れ
た
内
村
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う

に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

高齢者世帯訪問
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芸
術
の
秋
、
恒
例
の
都
城
市
美
術
展

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
あ

る
こ
の
展
覧
会
を
支
え
る
実
行
委
員
で

あ
り
、
市
立
美
術
館
の
魅
力
を
分
か
り

や
す
く
市
民
に
伝
え
る
「
美
術
館
友
の

会
」
の
会
長
を
務
め
る
の
が
八
木
常
憲

さ
ん
で
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
美
術
に
関
心
が
あ

っ
た
八
木
さ
ん
は
、
高
校
生
の
頃
に
は

市
美
展
に
出
品
す
る
な
ど
、
学
校
の
先

生
や
画
家
で
あ
る
兄
の
影
響
も
あ
っ

て
、
将
来
は
美
術
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
自
然
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
幼
い
頃
か
ら
目
に
し
て

き
た
霧
島
連
山
を
中
心
と
し
た
都
城
盆

地
の
情
景
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
、
美
術
教

諭
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
城
泉
ヶ
丘
高
校
や
都
城
西
高
校
な

ど
、
県
立
高
校
で
美
術
教
諭
を
務
め
た

八
木
さ
ん
。
教
壇
に
立
つ
一
方
で
、
彫

刻
を
中
心
に
制
作
活
動
に
励
み
、
素
材

の
持
ち
味
を
最
大
限
生
か
し
た
八
木
さ

ん
の
作
品
は
、
宮
崎
県
美
術
展
の
特
選

を
は
じ
め
数
々
の
賞
に
輝
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
に
勤
務

し
て
い
た
頃
か
ら
、
市
美
展
の
実
行
委

員
も
務
め
て
い
て
、
作
品
の
講
評
を
行

う
ほ
か
、
よ
り
よ
い
展
覧
会
に
な
る
よ

う
に
改
善
策
も
提
案
。「
市
外
の
人
の

作
品
を
受
け
入
れ
た
り
、
立
体
と
平
面

と
い
う
大
き
な
分
類
で
作
品
を
募
集
し

た
り
し
た
こ
と
で
、
多
様
な
作
品
が
出

品
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
展
覧
会
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

退
職
後
は
、
都
城
市
立
美
術
館
友
の

会
の
会
長
と
し
て
、
展
覧
会
に
合
わ
せ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
な

ど
、
市
民
の
美
術
に
対
す
る
関
心
を
深

め
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
八
木
さ

ん
。「
美
術
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
美

術
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
市

民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
絵
を
描
く
経
験
が
な
い
人
で
も
楽

し
め
る
絵
画
教
室
な
ど
を
実
施
し
、
誰

で
も
気
軽
に
、
美
術
に
接
す
る
機
会
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
12
月
に
は
会
員
と
一

緒
に
、
手
あ
か
な
ど
で
汚
れ
た
美
術
館

の
壁
面
を
清
掃
。
よ
り
多
く
の
人
に
気

持
ち
よ
く
美
術
館
へ
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、影
な
が
ら
支
え
て
い
ま
す
。

現
在
も
週
に
２
日
、
都
城
東
高
校
で

美
術
を
教
え
る
八
木
さ
ん
。
生
徒
た
ち

に
美
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
一
方

で
、
自
身
も
刺
激
を
受
け
、「
自
分
が

納
得
す
る
ま
で
挑
戦
し
続
け
た
い
」
と

こ
れ
か
ら
の
制
作
活
動
に
も
意
欲
的
で

す
。「
都
城
は
美
術
環
境
に
恵
ま
れ
た

地
域
。
よ
り
多
く
の
人
に
、
美
術
を
身

近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

―プロフィル―
都城市美術展実行委員会　副会長
上長飯町在住

都城市立美術館友の会 会長

八木 常
つ ね の り

憲さん
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美術の素晴らしさを伝える
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史
跡
め
ぐ
り

●
日
時　

11
月
22
日
㈬　

９
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場
駐

車
場

●
行
程　

龍り
ゅ
う

峯ほ
う

寺
跡
→
都
城
跡
→
都
城
歴

史
資
料
館
→
川
の
駅
（
昼
食
）
→
西
南
の

役
招
し
ょ
う

魂こ
ん

塚づ
か

→
牧
之
原
古
墳
群
→
下し

も

水ず

流る

の

田
の
神
石
像
→
大お
お
し
ま島

畠は
た
け

田だ

遺
跡
歴
史
公
園

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
、
昼
食
、
飲
み
物

を
持
参

●
定
員　

40
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
11
月
８
日
㈬
ま
で
に
連
絡

●
費
用　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
27
日
㈮

ま
で
に
秘
書
広
報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

☎
23

－

３
１
７
４

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

●
日
時　

11
月
３
日
㈮　

10
時
～

●
場
所　

弥
五
郎
ど
ん
の
館
周
辺

●
内
容　

浜は

ま殿
下
り
（
11
時
30
分
～
）、

民
俗
芸
能
の
奉
納
、
地
場
産
品
の
展
示
販

売
、
力
餅
の
無
料
配
布
な
ど

　

山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
＠
都
城

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
無
料
）

　

市
民
や
学
生
が
考
え
た
、
中
心
市
街
地

の
空
き
店
舗
活
用
方
法
を
発
表
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
（
中
町
）

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

世
界
糖
尿
病
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
in
都
城

●
日
時　

11
月
２
日
㈭　

18
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

６
０
０
人

●
内
容　

糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
な
ど

【
糖
尿
病
撲
滅
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

　

11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰
の
18
時
～
21
時

は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
を
糖
尿
病
撲
滅
カ

ラ
ー
（
青
色
）
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
36

－

８
７
５
０

安
全
・
安
心
み
や
こ
ん
じ
ょ
盆
地
大
会（
無
料
）

●
日
時　

10
月
14
日
㈯　

10
時
30
分
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

交
通
・
地
域
安
全
功
労
者
表
彰
、

県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

　

総
務
課　

☎
23

－

７
１
８
３

「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」

サ
ポ
ー
タ
ー
交
流
会

●
日
時　

11
月
13
日
㈪　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
、５
０
０
人　

●
内
容　

講
演
や
取
り
組
み
紹
介
な
ど

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

匠た
く
み

の
こ
こ
ろ
in
都
城（
工
芸
・
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
フ
ェ
ア
）＆
地
場
産
業
ま
つ
り

●
日
時　

10
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー

●
内
容　

九
州
各
地
の
木
工
製
品
や
手
作

り
作
品
・
地
場
産
品
の
販
売
、
陶
器
の
絵

付
け
体
験
な
ど

　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
38

－

４
５
６
１

都
城
市
民
登
山
大
会

●
日
時　

11
月
12
日
㈰　

６
時
30
分
～

※ 

当
日
会
場
で
受
付
。
雨
天
時
は
中
止

●
集
合
場
所　

御
池
小
学
校

●
コ
ー
ス　

夢
が
丘
～
高
千
穂
峰

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

●
準
備
す
る
も
の　

雨
具
や
昼
食
、
飲
み

物
な
ど
登
山
に
必
要
な
も
の

　

都
城
山
岳
会
（
筒
井
）

　
　

☎
52

－

３
５
３
７

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
景
心
書
道
会
都
城
展
】

●
日
時　

11
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰　

９
時

～
20
時　

※
12
日
㈰
は
15
時
30
分
ま
で

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
　

☎
０
９
０

－

８
４
０
０

－

８
７
６
８

【
広
報
都
城
９
月
号
19
㌻
「
み
に
く
い
あ

ひ
る
の
こ
」
会
場
の
変
更
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
三
股

町
中
央
公
民
館
に
変
更
し
ま
し
た
。
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３
３
０
位
、
九
州
14
位
）
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

東
洋
経
済
新
報
社
が
、
１
９
９
２
年

か
ら
独
自
の
視
点
で
算
出
し
、
発
表
し

て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」。

安
心
度
や
利
便
度
、
快
適
度
、
富
裕

度
、
住
居
水
準
充
実
度
の
５
つ
の
観
点

か
ら
、
全
国
各
都
市
の
「
都
市
力
」
を

数
字
で
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た

「
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

７
１
６
１

宮
崎
・
鹿
児
島
県
内

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！

　

住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
住
民
の

生
活
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
ラ
ン
ク

付
け
し
た
も
の
で
、
全
国
８
１
４
市
区

を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
本
市
は
、
人
口
10
万
人
当

た
り
の
病
院
数
や
介
護
老
人
施
設
定
員

数
な
ど
か
ら
判
断
す
る
「
安
心
度
」、

人
口
１
人
当
た
り
の
小
売
業
年
間
販
売

額
な
ど
か
ら
判
断
す
る
「
利
便
度
」
が

評
価
さ
れ
、
確
実
に
順
位
を
上
げ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
指
標

と
併
せ
た
総
合
的
な
判
断
か
ら
、
南
九

州
（
宮
崎
・
鹿
児
島
の
両
県
）
28
市

の
中
で
２
年
連
続
総
合
１
位
（
全
国

 　
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」

 

南
九
州
で
２
年
連
続「
１
位
」を
獲
得
！

南
九
州
の
拠
点
都
市
の
確
立

　

今
回
の
結
果
は
、
本
市
が
「
南
九

州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ

テ
ィ
」
を
目
指
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
や
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
、

地
方
創
生
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
成
果
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
発
表
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
や
移
住
・
定
住

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
推
進
事
業
、
移

住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
座
談
会
な
ど

の
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

箏こ
と

●
日
時　

10
月
26
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

天
水
美
智
子

　

 
文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

五
十
市
地
区
こ
ど
も
音
楽
祭

●
日
時　

10
月
22
日
㈰　

９
時
30
分
～

●
場
所　

五
十
市
中
学
校
体
育
館

●
内
容　

小
・
中
学
生
に
よ
る
合
唱
な
ど

　

五
十
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

☎
23

－

２
１
８
４

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

10
月
26
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

11
月
11
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

幸
福
な
王
子
ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

10
月
22
日
㈰　

14
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

10
月
28
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

コ
マ
ー
ソ
ウ
ル
都
商

●
日
時　

10
月
21
日
㈯　

10
時
～
14
時
30
分

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

食
品
や
工
芸
品
な
ど
の
販
売
実

習
、
合
唱
・
サ
ン
バ
ヤ
ッ
サ
の
発
表
な
ど

　

都
城
商
業
高
校　

☎
22

－

１
７
５
８

2016・2017年 南九州でナンバーワン

2014年 2015年 2016年 2017年

全国
478
650 

両県
7

17

都城市

姶良市

小林市

2017年順位
宮崎市
鹿児島市

472

406

366

330
356

369378

423

宮崎・鹿児島県内上位 3 市の動き
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
主
催
】

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
の
ほ
か
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時　

オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
（
都
北
町

５
５
３
１
番
地
）　

昼
食
３
０
０
円
、
お
や

つ
・
飲
み
物
２
０
０
円　

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
Ｐ
Ｒ
会
（
無
料
）

10
／
21
㈯　

12
時
～
15
時

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
（
栄
町
）

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
高
城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
】

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
費
用　

高
校
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

●
日
時

山ゆ

桜す

桃ら

創
作
人
形
展

10
／
14
㈯
～
22
㈰　

10
時
～
16
時　

※
10
／
16
㈪
は
休
館
日

石
原
書
道
教
育
作
品
展

11
／
３
㈮
～
５
㈰　

10
時
～
16
時

　

高
城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム　

☎
58

－

６
９
０
０

【
子
育
て
ネ
ッ
ト
お
ひ
さ
ま
と
は
ら
っ
ぱ
主
催
】

●
場
所　

梅
北
児
童
館

●
日
時

か
ら
い
も
収
穫
祭
（
無
料
）

10
／
21
㈯　

13
時
30
分
～　

※
要
申
し
込
み

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
（
無
料
）

10
／
28
㈯　

14
時
～
15
時

※
仮
装
で
来
場
し
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
お
ひ
さ
ま
と
は

ら
っ
ぱ
（
濵
松
）　

☎
39

－

５
８
６
６

【
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

産
後
の
骨
盤
調
整
、
親
子
ヨ
ガ

10
／
13
㈮　

10
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

千
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

10
／
18
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園　

５
０
０
円

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

11
／
１
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ　

千
円

ひ
ま
わ
り
親
子
ヨ
ガ

11
／
４
㈯　

13
時
30
分
～　

ヨ
ガ
３
５
０

（
上
川
東
二
丁
目
７

－

10
）　

千
円

※ 

要
申
し
込
み
。
動
き
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
米
の
収
穫
体
験
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

10
／
29
㈰　

９
時
～
15
時　

農
業
伝
承
の

家
（
安
久
町
１
２
２
７

－

１
）

１
、５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
料
）

※
要
申
し
込
み
。
作
業
の
で
き
る
服
装

　

正し
ょ
う

応お
う

寺じ

ご
ん
だ
の
会
（
石
井
）

☎
０
９
０

－

３
６
０
９

－

１
５
５
９

【
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会

10
／
10
㈫
・
14
㈯
・
17
㈫
・
24
㈫
・
28
㈯

19
時
～
22
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（
中
町

13
街
区
10

－
２
）　

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
だ
ち
づ
く
り

し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時

～
19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会
（
無
料
）

10
／
22
㈰　

14
時
～
16
時　

エ
ン
ク
エ
ン

ト
ロ　

※
要
申
し
込
み
。
子
ど
も
の
免
許

証
コ
ピ
ー
を
持
参

婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

10
／
31
㈫　

19
時
30
分
～　

ジ
ョ
イ
プ
ラ

ザ
都
城
店　

実
費　

※
要
申
し
込
み
。
６

カ
月
５
千
円
の
会
員
登
録
が
必
要

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
劇
団
風
の
子
九
州　

ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
・

ど
ん
ど
こ
亭
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

11
／
３
㈮　

13
時
30
分
～　

都
原
児
童
セ

ン
タ
ー　

小
学
生
以
上
１
０
０
円

※
終
演
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
有
り

　

子
育
て
応
援
団
ひ
い
ら
ぎ
（
東
）

　
　

☎
24

－

９
１
１
０

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
28
日
㈯　

13
時
～
14
時

●
場
所　

藤
元
上
町
病
院

●
内
容　

転
倒
し
な
い
た
め
の
体
操

　

藤
元
上
町
病
院　

☎
23

－

４
０
０
０
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　元々は養豚と
飼料販売をして
いましたが、育
てた豚のおいし
さを自分たちで
伝 え た い と 思
い、 5 年前に加
工場と直売所を

整備。豚のみそ漬けや炭焼き、豚みそなど約
10種類の商品を加工・販売しています。最
近では、手作りの餃子も販売していますが、
予約で完売になるほどの人気です。餌と飼育
法にこだわった「大

だいまんきちぶた

万吉豚」を、皆さんに味
わってほしいです。

里ポーク（今町7516）
☎39－0201
10：00～17：00
※不定休

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。

中馬飼料有限会社
フードコーディネーター　佃

つくだ

 里子さん

健
康
教
室

　

い
ず
れ
の
教
室
も
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
運
動
教
室
に
は
、
タ
オ
ル
や
運

動
靴
、
飲
み
物
な
ど
を
持
参
し
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）】

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
日
時
・
定
員

ス
テ
ッ
プ
運
動
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
市
民

10
／
26
㈭　

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分　

①
30
人　

②
20
人

ス
テ
ッ
プ
運
動
未
経
験
の
市
民

10
／
26
㈭　

13
時
～
13
時
45
分　

10
人

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

【
ミ
ニ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
無
料
）】

●
日
時　

10
月
31
日
㈫　

９
時
～
12
時

●
場
所　

志
和
池
地
区
体
育
館
周
辺

●
定
員　

30
人

【
健
康
ラ
イ
フ
教
室
】

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用

食
事
編　

知
っ
て
得
す
る
糖
尿
病
予
防
の
食
事

11
／
８
㈬　

９
時
30
分
～
13
時　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

30
人　

１
０
０
円　

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

歯
科
医
師
の
講
話
編

健
康
は
お
口
の
ケ
ア
か
ら
（
無
料
）

11
／
15
㈬　

13
時
30
分
～
15
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

50
人

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

指
定
管
理
者
自
主
事
業

季
節
陶
芸
教
室　

鏡
餅
作
り

●
日
時　
11
月
２
日
㈭
～
７
日
㈫　

10
時
～

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
、５
０
０
円
～

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城
主
催

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
冷
暖
房
費
は
別
途

必
要
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

英
語
・
初
級
英
会
話

毎
週
月
曜
日　

9
時
20
分
～
11
時
20
分

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
対
象　

文
字
入
力
が
で
き
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

①
ワ
ー
ド　

②
エ
ク
セ
ル
初
級
（
各
18
回
）

毎
週
金
曜
日
（
10
／
20
～
３
／
16
）　

①
13
時
30
分
～
14
時
30
分　

②
14
時
30
分

～
15
時
30
分　

沖
水
地
区
公
民
館

各
１
万
８
０
０
円　

締
め
切
り
：
10
／
14
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

10
月
26
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

高
血
圧
に
関
す
る
講
演

　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１



毎月第３日曜日は「家庭の日」

楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
実
行

委
員
と
な
っ
て
、
企
画
か
ら
運
営
ま

で
を
行
う
「
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど

も
の
た
め
の
」
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

10
月
15
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

実
行
委
員
会
の
企
画
し
た
、 

お
化
け
屋
敷
や
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、ミ

ニ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
体

験
。
ま
た
、

飲
食
店
コ

ー
ナ
ー
や

都
城
高
専

に
よ
る
出

前
講
座
も

あ
り
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

　

中
学
生
や
高
校
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
た
り
、
子
ど
も
会

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
果
た
す
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

地
域
の
子
ど
も
会
で
、
子
ど
も
た
ち

の
良
き
相
談
相
手
や
話
し
相
手
に
な
り

な
が
ら
、
活
動
の
計
画
を
一
緒
に
立
て

た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
指

導
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
蒲た

ん
ぽ
ぽ

公
英
が
あ
り
、
現
在
10
人
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
。
子
ど
も
会
に
参
加
す
る

小
・
中
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教
室

　

市
で
は
、
講
座
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
心
得
を
学
ぶ
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

11
月
～
平
成
30
年
３
月

※
月
に
２
回
程
度
、
土
曜
日
に
開
催

●
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

●
対
象　

市
内
の
小
学
６
年
生
～
中
学

３
年
生

※
10
月
16
日
㈪
か
ら
募
集
開
始

応
急
手
当
講
習

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
、
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

【
応
急
手
当
講
習
（
無
料
）】

●
日
時　

10
月
27
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

救
命
入
門
45
分
コ
ー
ス

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
（
全
３
回
）】

●
日
時　

11
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25
日

㈯　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
定
員　

５
人
程
度　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

３
、６
７
２
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
期
間　

10
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

５
人
以
上
で
開
講
し
ま
す
。

●
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
（
４
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
～
21
時

１
万
６
千
円　

11
／
２
㈭　

は
が
き
・
年
賀
状
作
成
講
座
（
３
カ
月
）

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
～
21
時

１
万
２
千
円　

12
／
１
㈮

は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
（
４
カ
月
）

毎
週
月
・
木
曜
日　

19
時
～
21
時

１
万
６
千
円　

12
／
４
㈪　

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

地
域
を
盛
り
上
げ
る

22広報 都城 平成29年10月号



は申し込み、 は問い合わせの略です

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部
公
開
講
座

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室
（
全
６
回
）】

●
日
程　

10
月
21
日
㈯
、
11
月
４
日
㈯
・

18
日
㈯
、
12
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・
23
日
㈯

●
時
間　

①
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

　
　
　
　

②
10
時
45
分
～
12
時

●
対
象　

①
幼
児
の
部
（
５
～
６
歳
）　

　
　
　
　

②
小
学
生
の
部
（
１
・
２
年
生
）

●
費
用　

６
０
０
円
（
保
険
料
）

　

10
月
19
日
㈭
ま
で
に
子
ど
も
教
育

学
科　

☎
21

－

２
１
１
１

【
あ
そ
び
の
教
室　

紙
工
作
で
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
】

●
日
時　

10
月
28
日
㈯　

９
時
～
11
時

●
対
象　

４
歳
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

15
組　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

子
ど
も
３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

　

10
月
25
日
㈬
ま
で
に
美
術
教
育

研
究
室
（
古
賀
）　

☎
46

－

１
０
５
０

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

●
日
時　

10
月
28
日
㈯　

11
時
30
分
～

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

●
内
容　

簡
単
に
で
き
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
料
理
教
室　

※
要
申
し
込
み

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－
２
１
２
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
（
無
料
）

　

元
キ
ュ
ー
バ
代
表
選
手
の
マ
ウ
リ
セ
さ

ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。

●
日
時　

12
月
９
日
㈯　

９
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

●
対
象　

市
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
小
学
３
年
生
～
６
年
生

●
定
員　

70
人

　

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課　

☎
23

－

９
５
４
６

女
性
の
た
め
の
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

●
日
程　

10
月
18
日
㈬
・
20
日
㈮
・
24
日

㈫
・
25
日
㈬
・
31
日
㈫
（
全
５
回
）

●
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　
就
職
を
希
望
す
る
女
性
・

20
人　

※
託
児
あ
り
。
要
申
し
込
み

　

10
月
16
日
㈪
ま
で
に
県
雇
用
労
働

政
策
課　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
19
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
予
約

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
１
人
で
抱
え

こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

労
働
相
談
会
（
無
料
）

●
日
時

10
／
23
㈪
～
27
㈮　

８
時
30
分
～
19
時

10
／
28
㈯
・
29
㈰　

９
時
～
17
時

●
場
所　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

●
相
談
方
法　

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
面
談

な
ど　

※
面
談
は
要
予
約

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
５
３
８

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き（
無
料
）

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
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毎月第３日曜日は「家庭の日」
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屋
外
焼
却
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
近
年
、
違
法
な
屋
外
焼
却
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

雑
草
や
ご
み
を
屋
外
で
燃
や
す
行
為

は
、「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く
」「
煙
で
咳

が
止
ま
ら
な
い
」

な
ど
の
苦
情
の
元

と
な
り
、
住
民
間

の
ト
ラ
ブ
ル
や
健

康
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
発
生
の

原
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

適
正
な
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い

　

営
農
の
た
め
の
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
屋
外

で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
雑
草

や
ご
み
は
、
適
正
な
分
別
を
し
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却

は
、
特
に
厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら

　

住
み
や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
市
の
監
視
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
屋
外

焼
却
を
発
見
し
た
と
き
は
、
環
境
政
策
課

や
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
ま
た
は
、

最
寄
り
の
交
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
缶
や
家
庭
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄

も
、
近
年
、
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不

法
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
新
た
な
ご
み
を

呼
び
、
さ
ら
に
大
量
の
投
棄
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
は
ま
ち
の
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
の
発
生
や
、
河

川
を
汚
染
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の
生

態
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
作
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人

の
心
掛
け
が
大
切

で
す
。
適
正
な
ご

み
処
理
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
処

理
す
る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に

　

草
が
繁
茂
し
て
い
る
な
ど
管
理
が
不
十

分
な
場
合
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
土
地
や
建
物
の
管
理
を
し
っ
か
り

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

外
部
か
ら
簡
単
に
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設

置
し
、
定
期
的
に
除
草
を
行
う
な
ど
、
ご

み
を
捨
て
さ
せ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

　

本
市
で
は
現
在
、
68
人
の
環
境
監
視
員

が
各
地
区
で
の
環
境
監
視
活
動
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
監
視
員
は
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加

え
て
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
そ
う
な
場
所
を

巡
回
し
な
が
ら
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
環

境
を
守
る
た
め
、
不
法
投
棄
の
監
視
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
焼
却
や
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ご
み
な
ど
の

屋
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
住
み
や
す
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
ご

み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
の
情
報　
　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理　

農
産
園
芸
課　

☎
23

－
２
４
２
５

屋
外
焼
却
・
不
法
投
棄
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

屋
外
焼
却

不
法
投
棄

地
域
の
環
境
を
守
る
環
境
監
視
員

　環境監視員として地域の環境保全活動
に取り組み、今年で 5 年目を迎えました。
　祝吉地区では 4 名の環境監視員が活動
し、主に沖水川の巡回監視活動を行って
います。河川への不法投棄などがあった
場合、ごみを拾って自分で処理したり、
市に連絡したりしています。
　地域の環境保全は、ごみ拾い活動だけ
でなく、一人一人の「ごみを捨てない」
という意識も大切です。皆さんも、地域
の環境に関心を持って、住みよい生活環
境の維持に協力をお願いします。

中原　俊
とし

實
み

 さん

環境監視員

（郡元四丁目）

一人一人の意識で
地域の環境を守りましょう！

投棄された廃タイヤ

インタビュー

屋外で焼却されたごみ



は申し込み、 は問い合わせの略です
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【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
館
２
階
）】
☎
23

－

７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）】

☎
52

－

０
９
９
９

都
城
広
域
都
市
計
画
早
鈴
東
部
地

区
計
画
の
変
更
（
原
案
）
の
縦
覧

　

縦
覧
は
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
利
害
関

係
者
が
対
象
で
す
。
縦
覧
期
間
後
の
11
月

１
日
㈬
～
７
日
㈫
に
意
見
書
の
提
出
が
で

き
ま
す
。

●
期
間　

10
月
17
日
㈫
～
31
日
㈫　

８
時

30
分
～
17
時
15
分　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659

10/16 ㈪
10時～

いちごクラブ「お散歩に行こう」
対象：２歳以上の親子

10/18 ㈬
13時30分～

親のためのほっと広場「座談会」
※要申し込み

10/25 ㈬
10時～

運動会「はいはい競争、かけっこ、親子
競技など」　※要申し込み
場所：都城運動公園体育館

11/６ ㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
さんの集い、身体計測など」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	

10/19 ㈭
９時30分～

０歳の赤ちゃんroom
「絵本やふれあい遊び」

10/20 ㈮
13時～

消毒の日
「いつも遊ぶおもちゃをきれいにしよう」

10/24 ㈫
10時30分～

出前保育「広い体育館で思いきり遊ぼう」
場所：山之口勤労福祉センター

11/15 ㈬
10時～

発達・療育・遊びの日「ぐんぐん」
「子育ての悩みや不安などの相談」

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171

10/27 ㈮ 
10時30分～

ジェームスさんと遊ぼう「ハロウィーン」
定員：15組　※センターで申し込み

11/10 ㈮
10時～

簡単正月飾り　定員：15組
※要申し込み

11/17 ㈮ 
10時30分～

やけどや誤飲などの救急法
定員：15組　※要申し込み

11/24 ㈮
11時～ 10・11月生まれの誕生会

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587

10/20 ㈮
10時30分～

こども園の園庭で遊ぼう
※ 動きやすい服装で、タオルや飲み物

を持参
11/ ２ ㈭
10時30分～ 10・11月生まれの誕生会

11/ ９ ㈭
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「言語聴覚士によることばの相談会」

11/10 ㈮
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027

10/18 ㈬ 
10時30分～

ミニミニコンサート
「山崎順子先生による歌と演奏」

10/20 ㈮
10時30分～

ヤクルトさんの食育講座
「腸や元気な人の便について」

11/ ８ ㈬
10時30分～ 木城えほんの郷の読み聞かせ

11/15 ㈬
10時～

ウルトラマン教室「ひかり園の先生と
一緒に遊ぼう」

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談

10
月
16
日
㈪　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

10
月
24
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※ 

法
律
相
談
は
、
事
前
に
聞
き
取
り
が
必
要

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－
３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m

iya-chuo.or.jp

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－

４
５
０
４

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

都
城
市

10
月
27
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
相
談
電
話



毎月第３日曜日は「家庭の日」
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都
市
計
画
の
変
更
（
案
）
に

関
す
る
説
明
会

【
都
城
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
】

●
対
象　

姫
城
・
五
十
市
・
祝
吉
地
区

【
都
城
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
】

●
対
象　

祝
吉
地
区

●
日
時
・
場
所

10
／
23
㈪　

19
時
～　

中
央
公
民
館

10
／
24
㈫　

19
時
～　

祝
吉
地
区
公
民
館

10
／
25
㈬　

19
時
～　

五
十
市
地
区
公
民
館

10
／
26
㈭　

①
14
時
～　

②
19
時
～

中
央
公
民
館

※
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

11
月
16
日
㈭
、
北
消
防
署
が

移
転
し
ま
す

　

北
消
防
署
が
沖
水
市
民
広
場
西
側
（
高

木
町
６
７
３
９
番
地
１
）に
移
転
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
北
消
防
署
は
11
月

16
日
㈭
８
時
30
分
で
閉
鎖
し
ま
す
。

　

消
防
局
北
消
防
署

　
　

☎
38

－

１
６
７
１

差
し
押
さ
え
不
動
産
合
同
公
売
会

●
日
時　

11
月
７
日
㈫　

13
時
～

●
場
所　

県
電
ホ
ー
ル（
県
企
業
局
１
階
）

●
物
件　

県
や
県
内
市
町
村
が
差
し
押
さ

え
た
不
動
産

　

納
税
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
６

各
種
が
ん
検
診

　

事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示
・

提
出
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
で
和
暦
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
（
昭
和
52
年
・
50
年
…
）

●
日
程
・
場
所

11
／
６
㈪
①
②
祝
吉
地
区
公
民
館

11
／
10
㈮
①
山
田
体
育
館

③
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

11
／
13
㈪
①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
22
㈬
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
27
㈪
①
②
山
之
口
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

①
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

②
13
時
～
15
時
30
分　

　
　
　
　
　
　

③
13
時
30
分
～
16
時

●
検
診
料　

２
千
円

【
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
で
和
暦
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
女
性
（
平
成
10
年
・
８
年
…
）

●
日
程
・
場
所

11
／
13
㈪
①
五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
15
㈬
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
小
松
原
地
区
公
民
館

11
／
28
㈫
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※ 

11
月
13
日
㈪
の
み
乳
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
ま
す

●
受
付
時
間　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

11
／
14
㈫
山
之
口
総
合
支
所

11
／
15
㈬
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

11
／
26
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
28
㈫
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※ 

11
月
26
日
㈰
の
み
特
定
・
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
営
墓
地
使
用
区
画
で
の
工
事

　

10
月
１
日
か
ら
、
新
設
や
改
修
、
撤
去

な
ど
の
工
事
を
行
う
場
合
は
、
許
可
申
請

の
ほ
か
「
工
事
に
係
る
誓
約
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
境
界
付
近
の
工
事

で
は
、
境
界
の
協
議
を
双
方
の
区
画
使
用

者
間
で
行
い
、
隣
接
区
画
の
墓
地
使
用
に

影
響
が
な
い
よ
う
配
慮
く
だ
さ
い
。
特
に

昭
和
以
前
の
使
用
区
画
は
、
境
界
に
土
留

め
（
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）
が
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
工
事
の
際
は
注
意
く
だ
さ
い
。

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

都
城
北
高
速
バ
ス
停
南
側
駐
車

場
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

市
有
地
の
売
却
処
分
に
伴
い
、
10
月
31

日
㈫
で
無
料
駐
車
場
を
廃
止
し
ま
す
。
11

月
１
日
㈬
か
ら
は
、
駐
停
車
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

管
財
課　

☎
23

－

２
６
７
２

10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
は
、
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い

　

国
や
県
、
市
な
ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い

て
「
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
」「
制
度

や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
困
り

ご
と
は
行
政
相
談
委
員
に
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
市
の
行
政
相
談
委
員

石
﨑
陽
一
さ
ん　
（
上
川
東
一
丁
目
）

☎
23

－

５
４
９
２

長
倉
重
久
さ
ん　
（
鷹
尾
三
丁
目
）

☎
24

－

７
０
９
８

中
原
香
津
子
さ
ん
（
山
之
口
町
）

☎
57

－

３
９
８
２

大
浦
和
幸
さ
ん　
（
高
城
町
）

☎
58

－

５
２
５
６

萩
原
篤
友
さ
ん　
（
山
田
町
）

☎
64

－

１
７
１
１

岩
﨑
清
久
さ
ん　
（
高
崎
町
）

☎
62

－

５
１
１
８
（
事
務
所
）

●
そ
の
他
の
相
談
先

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

【
宮
崎
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
９
８
５

－

24

－

３
３
７
０

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

55
歳
以
上
の
就
職
面
談
会（
無
料
）

●
日
時　

10
月
19
日
㈭　

14
時
～
16
時

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘

●
内
容　

企
業
や
団
体
と
の
面
談
な
ど

　

み
や
ざ
き
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
協
議
会

　
　

☎
０
９
８
５

－

33

－

９
３
２
１

都城市がん検診



は申し込み、 は問い合わせの略です
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

10/15
㈰

有馬医院（内・小） 23‒2610
宮永病院（内・胃・外） 22‒2015
あきづき医院（内・心内） 36‒0534
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 39‒2226
ながはま整形外科 46‒7188
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 27‒5222
タケザキデンタルクリニック 23‒8110

10/22
㈰

政所医院（内・小） 58‒2171
松山医院（内・呼・ﾘｳ） 24‒1046
戸嶋病院（内） 22‒1437
とまり内科外科胃腸科医院 52‒1135
姉川医院（皮・泌） 22‒2205
永吉眼科医院 22‒1530
土持歯科クリニック 25‒1515

10/29
㈰

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 36‒6117
三嶋内科 24‒7171
ゆうクリニック（内） 46‒6100
一心外科医院（外・胃・肛・内） 52‒7788
ならはら皮膚科医院 22‒1455
西浦医院（耳鼻） 22‒0715
トキワ歯科医院 36‒0551

11/ 3
㈮

志々目医院（内・小） 57‒2004
おおくぼクリニック（内） 26‒1500
田中隆内科 52‒0301
はまだクリニック（外・胃・肛） 45‒2266
よしかわクリニック（麻・整・内） 23‒9384
丸田病院（産・婦） 23‒7060
中崎歯科医院 62‒5030

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

10/15 ㈰ プリマリー、すずかけ、とよみつ、みやこ、ケーアイ都城
10/22 ㈰ 高城、ふれあい川東、かかりつけ、大光、薬研、マリンバ
10/29 ㈰ はやみず、コアファーマシー、ひまわり
11/ 3 ㈮ 椎の木、エイト

市
有
財
産
の
売
却

●
入
札
日
時　

11
月
15
日
㈬　

10
時
～

●
入
札
場
所　

市
役
所
本
館
６
階
入
札
室

●
物
件
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
最
低
売
却
価
格

西
之
原
団
地
跡
地
１
号

（
郡
元
町
３
３
２
５
番
３
）

宅
地　

２
８
９
・
90
平
方
㍍　

５
２
２
万
円

西
之
原
団
地
跡
地
２
号

（
郡
元
町
３
３
２
５
番
90
）

宅
地　

２
８
９
・
92
平
方
㍍　

５
１
０
万
円

西
之
原
団
地
跡
地
３
号

（
郡
元
町
３
３
２
５
番
91
）

宅
地　

２
８
９
・
94
平
方
㍍　

５
１
０
万
円

旧
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
夜
間
患
者
駐
車
場

（
大
岩
田
町
５
７
９
１
番
１
）

雑
種
地　

１
、３
２
２
平
方
㍍　

３
９
６
万
円

●
入
札
参
加
資
格

① 

市
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

② 

購
入
者
（
法
人
の
場
合
は
、
役
員
な
ど

を
含
む
）
が
、
暴
力
団
関
係
者
と
関
係

が
な
い
こ
と

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い

　

10
月
31
日
㈫
15
時
ま
で
に
管
財
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
７
２

平
成
30
年
度

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断

　

平
成
30
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
10
月
６
日
㈮
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、は
が
き
で
通
知
し
ま
す
が
、

は
が
き
が
届
か
な
い
人
や
、
健
診
会
場
の

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、連
絡
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
８
６

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン

公
募
提
案
型
事
業
費
補
助
金

　

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、自
ら
企
画
し
、

中
心
市
街
地
で
実
施
す
る
事
業
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業

① 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
、か
つ
、

新
規
で
公
益
性
の
高
い
事
業

②
平
成
29
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業

③
市
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業

④
審
査
会
で
認
定
を
受
け
た
事
業

●
補
助
金
額　

対
象
事
業
費
の
３
分
の
２

以
内
（
上
限
15
万
円
）

　

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
商
工
政
策

課　

☎
23

－

２
９
８
３

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

●
日
時　

10
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮　

①
10
時
～
11
時
30
分　

②
13
時
30
分
～
15
時

※
27
日
㈮
は
①
の
み

●
場
所　

都
城
税
務
署（
都
城
合
同
庁
舎
）

●
定
員　

各
40
人　

※
要
申
し
込
み

　

都
城
税
務
署
総
務
課

　
　

☎
22

－

４
３
７
７

　
　
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
「
２
」
を
選
択
）

成
年
後
見
・
民
事
調
停
の
説

明
会
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
27
日
㈮　

13
時
30
分
～
15

時
30
分　

※
要
予
約

●
場
所　

宮
崎
地
方
・
家
庭
裁
判
所
都
城

支
部
（
八
幡
町
２

－

３
）

　

宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部
庶
務

課　

☎
23

－

４
１
３
１

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
行
動

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速

報
メ
ー
ル
な
ど
で
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
緊
急
情
報
を
確
認
し
た
ら
、
落

ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

詳
し
く
は
、
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.kokum
inhogo.

go.jp/

）
を
確
認
く
だ
さ
い

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
宝
く
じ

は
、地
元
の
販
売
所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

10
月
11
日
㈬
～
31
日
㈫

●
抽
選
日　

11
月
９
日
㈭

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

みやざき医療ナビ
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高城図書館司書　田村麻菜さん
　今月はハロウィーンの特設コーナーを
開設。ハロウィーンの疑問を解決してく
れる「ハロウィーンってなぁに？」が私
のおすすめです。ちっちゃな
魔女“ビビ”とお祭りの世界
に行きましょう！ 
　10月14日㈯は、映写会ト
ントンシアターも開催。ぜひ、
高城図書館にお越しください。

都
城
島
津

図書館だより

特設コーナー

私のオススメ

◎問い合わせ 都城市立図書館	 ☎22－0239
	 高城図書館	 ☎58－4224

都城市立図書館 ●休館日／10月16日・23日・30日、11月2日・6日・13日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／10月17日・24日・31日、11月7日・14日 ●開館時間／９：30～18：00

▪都城市立図書館　 「カウントダウン明治維新2019年ＮＨＫ大河ドラマ
　　　　　　　　　"せごどん"」「読書週間特設・ハロウィーン」ほか
▪高城図書館　　　「秋の読書週間」「ノーベル賞」ほか

※読み聞かせ会などの情報は、
P19をご覧ください

「天才棋士降臨・藤井聡太　炎の七番勝負と連勝記録の衝撃」
公益社団法人 日本将棋連盟（編・出版）

　中学生スター棋士誕生の舞台となった炎
の七番勝負と、驚異的な連勝記録について、
本人の解説をメインに天才棋士の強さの秘
密に迫る。

「だいぶつさまのうんどうかい」
苅田澄子（文）　中川学（絵）

アリス館（出版）

　今日はほとけさまたちの運動会。いつも
座ってばかりのだいぶつさまも、この日ば
かりは張り切って…

「西
せ ご

郷どんとよばれた男」
原口泉（著）  ＮＨＫ出版（出版）

　来年の大河ドラマの主人公、西郷隆盛。
時代考証を担当した著者が「西郷どん」の
真実の姿に迫る。

「
右う

衛え

門も
ん

（
桂

か
つ
ら

久ひ
さ

武た
け

）
御お

書か
き

付つ
け

写う
つ
し

」

薩
摩
藩
主
の
後
継
問
題
に
絡
む
事

件
に
関
わ
っ
た
と
し
て
、
藩
の
国
学

者
八は

っ

田た

知と
も

紀の
り

が
都
城
の
寺
院
に
謹
慎

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、

彼
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た
都
城
の

門
下
生
ら
が
結
成
し
た
の
が
、
急
進

的
な
勤
王
派
グ
ル
ー
プ
「
誠せ

い

忠ち
ゅ
う

派
」

で
す
。
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
西
郷
隆
盛

や
大
久
保
利と
し

通み
ち

ら
が
組
織
す
る
誠
忠

組
と
交
流
し
、
中
央
政
局
の
情
報
収

集
や
探
索
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
御
書
付
写
は
、
後
の
都
城

県
参
事
と
な
っ
た
桂
久
武
が
記
し

た
も
の
で
、
誠
忠
派

と
対
立
す
る
保
守
派

が
誠
忠
派
の
志
士
を

排
斥
し
た
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
の
「
誠

忠
派
崩
れ
」
と
呼
ば

れ
る
事
件
に
関
わ
る

史
料
で
す
。
尊そ
ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

派
の
家
老
の
解
職

や
島
流
し
な
ど
の
処

分
が
命
じ
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

「
安や

す

永な
が

城（
金か

ね

石い
し

城
）跡
」

庄
内
小
学
校
の
北
西
側
、
諏す

訪わ

原ば
る

台

地
の
先
端
に
位
置
す
る
安
永
城
跡
。
そ

の
本
丸
は
、
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
永
城
は
、
都
城
島
津
家
第
６
代
当

主
北ほ
ん

郷ご
う

敏と
し

久ひ
さ

が
築
城
し
、
慶
長
４
年

（
１
５
９
９
）
の
島
津
家
最
大
の
内
乱

と
い
わ
れ
る
「
庄
内
の
乱
」
で
は
、
こ

の
地
も
戦
場
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

平
成
３
年
、
民
間
に
よ
る
開
発
の
た

め
、
城
を
構
成
す
る
曲く
る
わ輪

の
一
つ
で
あ

る
金
石
城
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

建
物
の
柱
の
跡
や
輸
入
陶
磁
器
な
ど
が

多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
ろ

い
の
小
札
・
飾
り
金
具
や
馬
具
の
一
部

な
ど
、
戦
で
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る

武
具
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

一般・青少年

児童・幼児

金石城跡発掘調査空中写真

一般・青少年



QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広報都城

■ 8 月号クイズの結果【応募総数61通】
◎正解／①学力 ②保活 ③ドナー

ク イ ズ

問　①悲願の日本一獲得！　全国和牛能力○○○
　　　肉牛の部　内閣総理大臣賞受賞

答  
問　②市立美術館特別展
　　　「MESSAGE2017　○○○の現代作家たち」
 

答  
問　③環境について楽しく学ぼう！
　　　都城市○○まつりが開催されます

答  

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

都城市民10人で構成された市民交流団が、 7 月
31日から 7 泊 8 日の日程で、友好交流都市である
モンゴルの首都ウランバートル市を訪問しまし
た。交流団は、モンゴルへ行く前にモンゴル語の
初級講座を受講。滞在中は、市役所の訪問や市内
観光以外にも、自然豊かなキャンプ場でモンゴル
の伝統的な住まい「ゲル」に泊まり、乗馬体験を
しました。

そのほか、同じくウランバートル市と交流をし
ているロシアや中国、韓国の子どもたちもモンゴ
ルに来ていて、 3 カ国の子どもたちとも交流を深
めました。今回の旅で一番感動的だったのは、移
動のバスの中で交流団の人が言った「外国に来た
感じはしない」という一言でした。

そして、仰向けになって星空を楽しむ女の子や
楽しくモンゴル相撲を取る男の子など、乗馬や大
自然、料理など
モンゴルを楽し
んでいる皆さん
の姿が、印象に
残る楽しい旅で
した。

市民交流団とモンゴルへ行ってきました
 Vol.9

ルイメド・ソヨルマーさん（モンゴル）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
、
ま
す

ま
す
大
変
な
時
代
。
そ
の
中
で
、
市
の
取
り
組
み
が

い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
く
の
は
大
き
な
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
昔
の
マ
マ
も
応
援
し
て
ま
す
。

（
大
岩
田
町　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
さ
ん
）

毎
年
１
万
人
以
上
が
血
液
の
病
気
と
診
断
さ
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の
こ
と
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
山
之
口
町
花
木　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

都
城
圏
域
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
得
で
き
る
学

校
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
年
は
孫
も
高

校
受
験
で
す
。
卒
業
後
、
地
元
で
自
分
の
夢
を
実
現

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
横
市
町　

Ｍ
・
Ｎ
さ
ん
）

畜
産
経
営
者
な
の
で
、
農
業
高
校
に
関
心
が
あ
り
ま

し
た
。
郡
市
和
牛
共
進
会
優
等
１
席
獲
得
は
、
何
十

年
も
畜
産
に
携
わ
っ
て
い
て
も
遠
い
道
の
り
な
の
に
、

若
い
彼
ら
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
次
世
代
の
担
い
手

と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

（
上
水
流
町　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
）

都
城
に
来
て
初
め
て
お
か
げ
祭
り
を
知
っ
て
か
ら
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
は
ー
ど
っ
こ
い
！
」

と
い
う
掛
け
声
を
聞
く
と
ワ
ク
ワ
ク
し
、
気
持
ち
が

高
ぶ
り
ま
す
。
と
て
も
素
敵
な
祭
り
で
す
ね
。

（
若
葉
町　

す
ば
る
☆
さ
ん
）

8月号



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  Vol.142  2017年10月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や10月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　10月31日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙12月号
◎８月号当選者　南園知子さん（下長飯町）他 1 人

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

㈲コウワ（梅北町5262）
☎39-1266

【本格焼酎しるくすいーと（25度）　５人】

しいたけの肉詰め 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分170kcal、塩分0.8g

旬の野菜や乾物などをみじん切りにし、鶏ミン
チと練り合わせるだけで食感が変化するので、
おいしく食べられます。

しいたけには、紫外線に
当てるとビタミンＤに

なるエルゴステロールが多く含まれています。調理前
に日光に当てることで、歯や骨を丈夫にするのに必要
なビタミンＤを効率よく取ることができます。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
　生しいたけ…12枚　　鶏ミンチ…240g
　大根…150g　　青シソ…4枚　　油…小２
　片栗粉…小２　　ポン酢しょうゆ…小２
　Ａ　玉ねぎ…1/3個　にんにく…２かけ
　　　青シソ…4枚　		塩…小1/3

●下準備
　生しいたけ…軸をみじん切りし、かさの内側に
　　　　　　　片栗粉を振り掛ける
　Ａ…たまねぎ、にんにく、青シソをみじん切り
　　　し、全て混ぜ合わせる
　大根…すりおろし、絞って水分をとる

●作り方
①鶏ミンチ、しいたけの軸、Ａを練り合わせ、
しいたけのかさに詰める

②フライパンに油を引き熱したら、①の肉側を
下にして焼き色を付け裏返し、蓋をして中火
で３分蒸し焼きにする

③皿に青シソと②を盛り付け、大根をのせてポ
ン酢しょうゆをかける

　自社で生産するサツマイモの新
品種シルクスイートが原料の本格
焼酎（720ml）。従来の芋焼酎に
はないフルーティーな香りが特徴
で、いろいろな料理に合うと好評
です。ぜひ、ご賞味ください。



　スウェーデンを拠点に
活動する女性 4 人組アカ
ペラグループ「クラヤ」
の、北欧の自然や情景が
目に浮かぶような澄んだ
歌声。ひと足早い“北欧
のクリスマス”をお楽しみ
ください。
●日　時　11月26日㈰　16：00開演
●料　金　一般3,500円　高校生以下1,000円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成29年9月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,444世帯 （－31） （274）
人口総数 162,984人 （－78）（－1,058）
男　　性 76,625人 （－47）（－467）
女　　性 86,359人 （－31）（－591）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

40年続けた感謝を贈る活動
最高齢者と100歳到達者へ贈
る長寿を祝う湯飲みの窯出しが
8月30日、都城焼窯元霧島工房
で行われました。代表の宇

う

都
つ

野
の

晄
あきら

さんが高齢者に感謝を伝えた
いと続けた活動は、40年の節
目を迎えた今年が最後となります。宇都野さんは湯飲みを手
に「多くの人の支えで続けられた。最高齢の人が並べて飾る
と聞きうれしい」と感慨深く語っていました。

　人や自然、食など「地域
の宝」を楽しむ体験交流イ
ベント「ボンパク」を開催中
です。花の寄せ植え体験や
雑貨作り、親子で合気道体
験など芸術・スポーツの秋
に最適なプログラムが盛りだくさん。
●期　間　10月22日㈰まで

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

第9回ボンパク開催中！

クラヤが贈る
北欧のクリスマスコンサート♪

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30～17：00	（12：00～13：00を除く）

飲酒運転は重罪です!
飲酒運転根絶シリーズ①

◎問い合わせ　総務課　☎23-7183

　今年の最高裁判決で、酒酔い運転
により人を死傷させた罪で、懲役22

年の厳罰が言い渡されました。飲酒運転は、
被害者の命を奪うとともに、運転者の社会的
地位や財産も失ってしまいます。さらに、被
害者の家族や運転者の家族の人生をも変えて
しまい、取り返しのつかない事態に陥ります。
　飲酒運転による代償は計り知れないもので
す。市民一人一人の力で、飲酒運転を根絶し
ましょう。

違反点

罰　則

13点（0.15～0.25㎎）→免許停止
25点（0.25mg以上）→免許取り消し

３年以上の懲役または
50万円以下の罰金

違反点

罰　則

35点→免許取り消し

５年以上の懲役または
100万円以下の罰金

●酒気帯び運転

●酒酔い運転

※（　）内は、呼気1㍑中のアルコール濃度

（写真はイメージです）

和牛のオリンピックと言われる「全国和牛能力共進会肉
牛の部」で日本一を獲得した薬師憲一さん、「柔道世界
選手権女子52キロ級」で金メダルに輝いた志々目愛さん
と、都城に縁ある人の偉業達成に市民が沸きました。「一
番」にたどり着くまでの努力は、想像を遥かに超えたも
の。地域の期待を背負い偉業を成し遂げた薬師さん、金メ
ダルを取るのが当たり前の日本柔道の重圧をはねのけ世界
一となった志々目さんが、積み重ねてきた努力に称賛を送
りたいです。棋士の羽生善治二冠の「自分自身を裏切らな
い努力の姿勢が、未来の結果として現れてくる」という言
葉。便利で簡単が当たり前で、すぐに答えを求めてしまう
私に、「努力」の文字が強く輝きました。　　　　（智）


